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              まだまだ寒い日が続きますが、いかがお過ごしですか。 

       今年度最後の月も終わりが近づき、「今年 1 年間子どもたちのために何が出来たか」を

検証しなければ・・・と思いつつ、忙しさに日々が過ぎていく今日この頃、養護教諭会の

1年間の活動を振り返ってみたいと思います。 

 

 

                   

今年度も年3 回の理事会を開催しました。理事会においては、 

                 役員選出についての規約等について決定し、県大会で説明させて

いただきました。来年度はいよいよ選挙の年になります。 

                   会員の皆様には、会の活性化のためにぜひご協力をお願いしま 

す。理事さんには1 年間大変お世話になりました。 

①「養護教諭に関する調査」の集計考察 

  今年度は、健康診断の器具についての調査項目を加えました。

健康診断の際、検診時に 1人１器具用意できない学校があること

に驚きました。特に耳鼻科検診における器具がそろっておらず、

薬液消毒をしながら検診を実施している学校が約３割もありました。 

②研修会の企画運営 

  ３回の研修会を企画運営しました。今年度は、調査研究のテーマ「実践研究の進め方・まとめ方」

について、愛知教育大学の後藤ひとみ先生の講演を聞きました。参加された先生方の学ぶ意欲に感

動し、演習を通して仲間とのつながりを感じることのできる研修会でした。 

③調査研究テーマの決定 

  今年度から３年間「実践研究の進め方・まとめ方」というテーマで調査研究を行うことが決まり

ました。「実践研究」というと難しいイメージがありますが、「日常の取組をまとめて、仲間と振り

返る」ということからスタートしたいと考えています。 

④沿革史「あゆみ」の完成   

⑤養護教諭会紹介リーフレット作成 

岡村先生を中心とした 6 名の先生方 

 本当に 1 年間お疲れさまでした。 

 お世話になりました♪ 

 

 研修委員を終えての気づき  

理事や研修委員になって山口県養護教諭

会のことがよく分かりました。これからも協

力していきたいです。研修委員は誰でもなれ

ます。大変さもありますが、仲間もでき、楽

しく学べたので良かったです。 

 



 

 

 

 

 

アンケート結果から、情報交換の場としての利用を望む声が多いことがわかり、今後の検討課題とし

て取り組みたいと思います。個人情報の保護やセキュリティの研修をしながら、より親しみやすいホー

ムページ「なつみかん」を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 23 年度理事をしていただいた皆様方には大変お世話に

なりました。 

 県大会・研修会の運営や支部への復伝等、支部会員さんとのパイプ役として 1 年間ご尽力いただき、

感謝しております。今後とも、会の発展のために、陰になり日向になりお力添えいただければと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学大臣表彰 

山口県立高森高等学校 平田 奈奈美 先生 

山口県学校保健連合会表彰 

山口県立宇部高等学校 久保 明子 先生 

宇部市立藤山中学校  藤岡 利恵 先生 

県内の名所写真を載

せています。 

ぜひ、ご覧ください。 

更新作業中！ 

原稿お待ちして

います。 

役員交代の 

お知らせ 

 前庶務の、藤本礼子先生

の後任が決まりました。 

 4 月からは、 

美祢市立大嶺中学校 

徳永 和泉先生 

を、新しい役員（庶務）と

してお迎えします。1 年間

ですが、どうぞよろしくお

願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 復 伝 】 

平成 24 年２月 24 日東京都メルパルクホールで、「時代の変化に対応した養護教諭の役割を追求す

る～養護教諭の今とこれから～」と題し、大会が開催されました。記念講演では NHK「週間こどもニ

ュース」の2 代目おとうさん鎌田 靖氏が「今、子どもたちに伝えたいこと」として、現代に生きる子

どもたち、そして東日本大震災の被災児童との関わりを通して感じていることを語られました。中でも

子どものために大人が考えることの一つに、人と人との関係性の再構築を挙げられ、養護教諭には学校

現場だけでなく、プライベートでもこの点について考えて欲しいと、期待を込めた言葉を投げかけられ、

専門職として、大人としての自分の生き方を問われた思いがしました。 

基調講演では、岩崎 信子文科省健康教育調査官が平成 21 年4 月から施行された学校保健法の改正

を踏まえた健康相談及び保健指導のすすめ方と、児童生徒の心身の健康問題の多様化に伴い、課題解決

にあたって、学校が組織的に対応することの重要性を強調されました。 

最後に、初代連絡協議会会長中村 道子氏をはじめとした、各シンポジストの養護教諭の今後あるべ

き姿についての討議を聞き、今一度、身の引き締まる気がいたしました。 

 

   

    来年度は新しい方法での役員選挙がスタートします。私たち役員は、どのようにすれば本会 

が充実し、さらに活性化するかを検討してきました。 

まずは、役員を誰もができるための体制づくり、そして会の充実・発展のための効率的なシ 

ステムづくりだと考えています。 

そのためには、多くの方が役員を経験し、知恵を出し合って、これまで築かれてきたこの会 

を充実・発展させていくことが必要です。この選挙を機会に、会員の皆様一人ひとりが本会の 

ことについて、今一度考えていただけたらと思っています。 

全国養護教諭連絡協議会 第 17回 研究協議会 

日 時 ： 平成２４年２月２４日（金） 

場 所 ： メルパルクホール東京 

内 容 ： （１）特別講演「今子どもたちに伝えたいこと」 

            NHK解説委員                鎌田 靖 

（２）講  演「健康教育の推進と養護教諭の役割」 

       文部科学省スポーツ･青少年局学校健康教育課 

       健康教育企画室健康教育調査官        岩崎 信子 

（３）フォーラム「時代の変化に対応した養護教諭の役割を追及する」 

     － 養護教諭のいまとこれから －  

 

 


